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PRESS RELEASE 

 

 
排水処理 

食品工業に於ける 
下水処理汚染水の改善策 

 
微生物増強排水処理法は，汚臭や排水

基準に合致した排水を可能にする 

自然で効率の良い分解処理法です。  

 

食品加工工場は，如何にある種製品の

製造が固有な排水汚染を生み出すか, 

の良い例と言えましょう。 些細な事

に起因する（迷惑な事だが）重度の汚

染排水は汚臭を生み，排水管を詰まら

せます。重度の排水汚染は，公的排水基準を超えた下水となり，結果，工場には余計な費用が

掛り或いは罰金を払う事にもなります。  

  

そして勿論，重度の排水汚染物をもたらす製造工程は食品製造に限った事ではありません。 
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幸運にも，バランスの良い排水処理を継続すれば，後は自然と改善されるものです。 

 

これこそ自然に任せると言うもので，良いバクテリアの働きに任せ，その栄養物に変えながら 

汚染物を消化させる方法こそ採用されるべきです。（＝微生物活性汚泥法） 

この生化学的増殖と生物学的刺激により，各分野の工業は汚臭を抑制し，排水汚染物をコント

ロールする事が出来る様になります。  

 

食品加工場の下水，汚水問題とは 

 

食品加工場での特殊な問題は，排水中の油脂類やグリース（＝FOG）の多さです。そして通常

この廃棄脂肪は、低温で固まり，排水路に詰まり，悪性細菌の温床となり，汚臭の原因となり

ます。 

グリーストラップは， FOGを一旦溜め，制御した後，公共下水道へ流す為の物ですが， 

適切な清掃がなされないと溢れ出し，詰まらせる事になります。余剰のFOGが流れ出る事にな

ります。 

FOGだけが問題ではありません。あらゆる工業排水中の有機物は，廃水規制範囲以上の下水の

原因となり得るのです。 

 

排水基準の指標は： (規制値: ppm) 

＊ 生物学的酸素要求量  BOD 

＊ 化学的酸素要求量   COD 

＊ 総懸濁有機固形物量  TSS  

＊ 有機無機溶解固形物量 TDS 

 

排水中のかる汚染度を測るには，まず

2つの指標があります，それらは，

BOD と CODです。排水中の有機物は

，生分解を早く効果的にする為に酸素

バイオオーギュメンテーション「微生物増強処理法」を用いると，汚

臭を消し，又食品加工場設備で使用する事で，排水規制に合った排水

処理水にする事が可能になります。 
 



 

 

を必要とします。従って，排水中のより高い有機汚染物はより多くの酸素を必要とします。従

って，高い BOD値やCOD値は，排水中の汚染度の高さを示す事になるのです。（＝曝気） 

他の排水の汚染度を示す２つの指標は，TSSとTDSです。すべての工業は，この指標が規定する

値以下のものだけ排水する事になっており，上限を超えて廃棄排水すれば罰金を課せられる事

になります。 

 

もう一つの問題は，もし自然の微生物の供給が不足し，酸素要求量が高い時は，有酸素消化分

解となる事です。これは汚臭を生みます。 

 

そこで，排水の微生物分解には微生物を添加し用います。 

排水の微生物分解に微生物が有効である事は長く知られている事です，そして 

大規模プラントで実施され，排水処理に用いられてきました。 

排水処理プラントは，しばし必要量の有効なバクテリアを供給するのに活性汚泥を用います。 

 

これら微生物は，酵素（エンザイム）を吐き出します，この酵素は汚染物を細かい粒子に切断

し，特定の微生物が食べ易くし，世代交代をしながら，増殖する栄養源にし，日々これを継続

します。 

 

排水処理現場では，この働きを汚染水の生物分解による清浄化として利用します。丁度人間が

違った興味や，能力を持つように，ある種限られた微生物は，他に比較してある種の汚染物を

消化するのが得意なものが居ます。例えば，ある微生物はセルラーゼを吐き出します，この酵

素はプラント廃棄物を消化するのが得意です。又，他の微生物はリパーゼを吐き出し，脂肪類

の分解に役立ちます，と言う様に。 

 

 



 

 

 

 

例えば，オイルの染み込んだ土壌中に見つかる微生物等は，その土地の特殊な汚染物に対して

分解に有効な微生物を教えてくれる役立つ情報です。これら微生物は固有で大規模に生成，繁

殖している可能性があります。そして工業的に生物分解槽で使用できるのです。 

 

偶に，自然に起きる微生物分解反応は，汚染の進みに合わせて反応が追いつかない事が 

あります。 毒性ケミカルやpHの違い，システム上のオーバーロード（特にB O Dの非常に高い

汚染物）処理システムのバランスを崩します。 こんな時こそ，生分解処理の増強で不足を補

い，自然の分解処理の効率を上げる時です。 

 

バイオ補強とは，処理プロセスの増強でありバクテリアを添加し微生物の数を増やす事です。 

その方法は，先ず廃液のサンプルを取り，そこにあるバクテリアのブレンドを添加します。 

 

経験豊富な業者さんでは，市販の微生物を持ち，必要な選択をし，提供してくれます。 

更に，提供される混合微生物には特殊な栄養剤を含み微生物を活性化し，効率を上げてくれま

す。 

 

時には，単独の栄養剤も提供されますし，これを添加する事もできます。 



 

 

排液に含まれる微生物強化により，微生物の菌数は増加し，汚染物の微生物分解がより進む事

になります。十分な良いバグ（微生物）があれば，効率も上がり，処理システムをバランス良

く保てます。ですから，汚染物の種類により，微生物分解をより効率良くするのに特に適した

選択した微生物の選択は重要です。 

 

排水処理槽工程は，2段階になっていますが，生物分解処理（活性汚泥）は2段回目の処理です

。別に，食品加工プロセス機器の排水口から直に排水することもあります。その様なプロセス

の場合，微生物ブレンドを毎日終了後，排水口から流し，廃棄油脂類に一晩中分解させねばな

りません。 又，微生物ブレンドを点滴し，栄養物を直接投入し，グリーストラップで捉えた

固まりかけたグリースをより扱い易くする工夫も必要です。 

  

もし，食品加工加工場からの排水中のBODやCODが基準を超える問題を抱えているなら， 

市の排水処理に流出したり，排水基準の慣例に従い，微生物処理を速やかに排水処理工程に組

み込み，汚染物を減らさなければなりません。 

 

微生物処理法例  

微生物処理法は，食品工業排液処理

に効果ありとされて来ました。 

ただ時に，汚臭の問題を引き起こし

，従業員や近隣の住民の方々に迷惑

をかける厄介な問題を孕んでいます

。 

 

又別の事例では，コントロールを失

い，排水基準を超えてしまう事もあ

ります。 

 

 ある排水事例では，地域的排水処理システムが無く，その検証，改善の余地なく排水は直接中

央下水槽に流れ込んでいました。これは，ロシアのスターチ工場でした。 

 

微生物処理法や微生物補充処理法は，従来より，食品工場の排水の浄
化に役立ってきました。 
 



 

 

この工場は，1,100m3/日の排水を下水に流し，中央下水処理場に流出していて，TSSおよび 

BOD5(5日間の総BOD)の基準を遥かに超え，罰金を支払う事になりました。 

 

これら事態に対処するには，スターチ工場は，工場内集中ドレインに２つの微生物分解処理槽

を追加しなければなりませんでした。スターチ工場の従業員は，BOD5とTSSが著しく低下した

のを目撃しました。公立研究所は，この結果を検証し，TSSが2週間足らずで，少なくとも65％

減少，BOD5は88%も下がっていることを発見しました。スターチ工場は微生物処理を２週間継

続しました。（結果 Table 1 参照） 

 

使用例は他にもあります，ロシアのパン大規模生産工場では，廃液を公共下水へ直接流してい

ました。廃液は250m3に上り，TSS, TDS, BOD5, フェノール，そしてCOD全て許容量を超えてい

ました。そこで，スターチ工場と同じく，このパン工場も排水に微生物処理を採用しました，3

ヶ月後の結果は基準値を遥かに低くする事ができました。（参照： Table 2） 

 

 

カナダ，南オンタリオの食肉包装工場及び乳製品工場は，貯蔵タンク内の汚泥からの汚臭に悩

まされていた。 

 

微生物活性剤と微生物のブレンドを適量タンクに投入した。その後汚臭は2箇所の工場からは消

滅した。食肉包装工場は，汚染物の運搬費用の削減に成功し，これは微生物処理費用を十分に

賄い見合うものであった。 

 

南オンタリオにある野菜加工工場も，２つの溜水槽があり，そのうち１つは水循環用で，他は

上澄排水用であった。 野菜からの重度の有機物が持ち込まれ，これが汚臭を発生し，従業員

や地域住民からの苦情を引き起こしていた。 微生物活性剤と微生物のブレンドを用いた微生

物処理を採用した後は，2日間で汚臭は消えていました。及び 1週間後には，1槽の溜め水槽で

はBODが98%減少し，他は50%以上の減少となりました。 

 



 

 

実施使用が示す様に，微生物活性剤と微生物のブレンドは数日のうちに問題を解決する事を示

している。汚臭は減少し，食品工業の排水問題を基準値で排水する様手助けすることが出来ま

した。天然由来のものの投入で，食品工業固有の問題点を解決しました。 
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